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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成20年　1月　12日　(土)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　本川　沙織　　　　　記録者　松沢　厚子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

2／1、家族看護についての研修会があります。研修希望者は小向SGMへ連絡してください。詳しくはＷｉｚの掲示版参照。

＜患者様連絡事項＞

・晴山　長司様～本人は買い物に行かせないようにして下さい。売店に行くと多買傾向あり、お菓子類を多量に購入してしまいます。糖尿病もあり自己管理出来ず説明にも納得されません。日用品はスタッフ側が代理で購入していきましょう。

　　　　　　　　

【ケア検討・環境・徘徊】

ＣＤユニットの寝具について…床マットで寝ている患者様の寝具が乱雑になっていることあります。早番のスタッフが7：00に上に上がった際にきちんと寝具をなおすようにしていきましょう。乱雑になっている寝具で患者様が足を滑らせ転倒する危険もあります。また、見た目も良くありません。

＜徘徊のある患者様＞

小山　正好様～以前の対応…事故防止の為にスタッフ側で徘徊する行動範囲を狭めていた事があった

　　　　　　　現在の対応…見守りにて自由に徘徊をして頂いている。

　　　結果→　以前に比べ徘徊が少なくなっている。スタッフ側で徘徊する行動範囲を狭めた事が本人のストレスになり、徘徊を助長していたのではないかと考えられる。

　　　ケア→　甘い物や水分の摂取をするなどしてエネルギーの消耗を防ぐ。

　　　　　　　徘徊が続く時は自室にて休んで頂いたり、椅子に座って休んで頂く。

　　　　　　　体調不良や精神的不安などにより徘徊する事があるので、その原因を把握する。

　　　　　　　不安にさせないよう穏やかに接する。

村井　八郎様～徘徊、他室侵入、収集癖あり他患者様の部屋に入り気に入ったものは服に入れ持ち歩いている。

　ケア→　無理に片付けたり注意しないで、本人に気付かれないように片付ける。

　　　　　　　他の事に関心をむけることにより収集癖は改善するため、日中はプログラムへ参加して頂く。

　　　　　　　収集物には危険を伴う物もある為、収集物には十分気を付ける。

日中、徘徊、他室侵入する患者様に対して

　日中は各部屋を開けっ放しにしないようにし、ドアをきちんと閉めておくようにしましょう。又、プログラム中、患者様はプログラムへ参加しており部屋にいらっしゃらない為、部屋に施錠するようにしていきましょう。トラブル、事故がないように所在の確認をきちんと行い環境調整を行っていきましょう。







